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鳥取県公安委員会指定
「犯罪被害者等早期援助団体」

とっとり被害者支援センターだより（平成29年７月３日発行）
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〒680-0022　鳥取県鳥取市西町1丁目401　鳥取県庁西町分庁舎2階
□TEL&FAX　0857-20-0330（事務局）　□相談専用電話：0120－43－0874
□ホームページ　http://www.t-higaisha.jp/　□Ｅ-mail　t-higaisha@voice.ocn.ne.jp

着任のごあいさつ 鳥取県警察本部警務部広報県民課長　大　倉　仁　司
　平素、とっとり被害者支援センターの会員の皆様、関係機関・団体、そして県民の皆様には、犯罪
被害者支援を始め、鳥取県警察のあらゆる取組にご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。
　この春、警務部広報県民課長・被害者支援室長を拝命いたしました大倉と申します。犯罪被害者の
方々の視点や立場をおもいやり、誠意のある支援を行いたいと考えております。
　ところで、被害者支援の取組は、平成 17 年４月に犯罪被害者等基本法が施行され、また、これに
基づいて総合的かつ長期的に講ずべき犯罪被害者等のための施策の大綱として、同年 12 月に犯罪被
害者等基本計画、同 23 年３月に第二次犯罪被害者等基本計画、そして昨年４月に第３次犯罪被害者

等基本計画がそれぞれ閣議決定したことで、着実に進展しているところでございます。あらゆる機関や団体が充実した
支援を行っておられます。
　鳥取県警察でも、様々な形で犯罪被害者支援を行っております。被害者の方に対して大切なことは、その気持ちを少
しでも理解して応対することです。そこで、重要となるのが相談、カウンセリングです。このカウンセリングには、知
人や友人ができること、ご家族ができること、臨床心理士などの専門的知識を有する方でなければできないことがあり
ます。カウンセリングは、被害者の方の命を救います。被害者の心の底や、本心は、ご本人でなければ分かりませんが、
その気持ちをある程度理解し、又は理解する努力をして、お話をお聞きすること、相づちを打って共感することが大切
だと考えております。
　鳥取県警察では、犯罪被害者等の精神的被害が早期に軽減、回復されることを目的に、本年４月にカウンセリング等
の支援制度を拡充いたしました。制度の拡充内容は、３点でございます。
　一点目は、被害者支援カウンセラーの増員です。従来、６人であった被害者支援カウンセラーを増員し、現在は、14
人の方を被害者支援カウンセラーに委嘱させていただいております。いずれも鳥取県臨床心理士会から推薦を受けた臨
床心理士の方でございます。
　二点目は、公費による精神科等における受診支援の新設でございます。これは、精神的被害を受けられた方が、精神
科や心療内科で受診された際の費用を、公費負担するものでございます。
　三点目は、カウンセリング支援期間の延長です。従来、初回１回の公費負担に限られていたところ、初回の受診又は
カウンセリングから、１か月に２回までを上限として、最長で１年間までに延長いたしました。
　この制度につきましては、４月１日から運用しており、県民の皆様への広報を継続しているところでございます。
　被害者の方々にこの制度を活用していただき、また、県民の皆様一人ひとりのご協力をいただきながら、これまで以
上に被害者に寄り添い、かつ、社会全体で支援に努めてまいりたいと考えております。
　結びに、とっとり被害者支援センターを始め、皆様の益々のご健勝とご発展を祈念いたしまして、ご挨拶といたします。



　平成29年6月7日、鳥取県庁第2庁舎第32会議室におい
て、正会員11名（委任状7名）が出席し、平成29年度定
時総会を開催しました。
　提出された第1号議案「平成28年度事業報告」第2号議
案「平成28年度収支決算報告」第3号議案「役員選任（案）」
は審議の結果全て承認されました。役員退任に伴い3名の
新役員が決まりました。

平成29年度　定時総会の開催について

平成28年度　収支決算

平成29年度　予　算

支援活動員養成・
研修事業
3,247,975円

広報啓発事業
4,155,417円

直接的
支援事業

7,535,644円

会費
1,431,000円

交付金
8,704,000円

補助金等
4,448,452円

寄付金
3,771,934円

雑収益
1,350円

支出の部収入の部

支出合計
18,149,652円

収入合計
18,356,436円

共通事業
1,233,027円

管理費
1,977,589円

支援活動員養成・
研修事業
2,670,900円

広報啓発事業
4,225,900円

直接的
支援事業

9,665,000円

会費
2,036,000円

交付金
8,710,000円

補助金等
4,963,600円

寄付金
5,000,000円

雑収益
2,100円

支出の部収入の部

支出合計
20,711,700円

収入合計
20,711,700円

共通事業
1,233,100円

管理費
2,916,800円



直接的支援事業
○ 電話・面接相談
○ カウンセリング及び医療的支援、法律的支援
○ 犯罪被害者等給付金の申請補助
○ 付き添い等役務の提供等
○ 緊急避難場所の提供
○ 物品の供与又は貸与
○ 自助グループに対する支援

支援活動員養成・研修事業
○被害者支援ボランティアの募集、養成講座の実施
○県外研修参加、継続研修会の実施

広報啓発事業
○「被害者支援を考える講演会」の開催（9月9日 米子市）
○「鳥取県被害者支援フォーラム」の開催（11月22日 倉吉市）
○「命の大切さを学ぶ教室」の開催
○広報用チラシ等を作成し犯罪被害者週間等にあわ

せて街頭広報の実施
○機関誌の発行、ＨＰの利用
○その他関係機関・団体等での講演活動等

その他
○財政基盤強化の活動

　賛助会員の募集、寄付金付き自動販売機、募金箱
の設置、ホンデリング等

役職名 氏　名 所　　属 備　　考
理 事 長 佐野　泰弘 くらよし佐野法律事務所 弁護士
副理事長 渡辺　　憲 社会医療法人明和会医療福祉センター 理事長
理　　事 藤縄　匡伸 鳥取県商工会議所連合会 会長
理　　事 米原　正明 鳥取県経済同友会 代表幹事
理　　事 菊池　義人 鳥取県臨床心理士会 鳥取大学大学院教授
理　　事 森原　昌人 （株）新日本海新聞社 参事・論説委員長
理　　事 戸田　暖久 （株）戸信 代表取締役社長
理　　事 光浪　房夫 （株）メモワールイナバ 代表取締役
理　　事 松本美惠子 日本司法支援センター（法テラス） 鳥取事務所長
理　　事 上谷　博之 （一社）生命保険協会鳥取県協会 事務局長
理　　事 佐々木満也 （公社）鳥取県人権文化センター 事務局長
理　　事 山西　裕祐 全国共済農業協同組合連合会鳥取県本部 副本部長
理　　事 伹住　和雄 （一社）日本自動車販売協会連合会鳥取県支部 専務理事
理　　事 徳田さよ子 犯罪被害者自助グル－プ「なごみの会」 会員
専務理事 川口　　勝 （公社）とっとり被害者支援センター 事務局長
監　　事 藤山　倫史 藤山倫史税理士事務所 税理士
監　　事 泉谷　英明 元鳥取県会計管理者

本年度開催する講演会です。是非ご参加ください｡
被害者支援を考える講演会 鳥取県被害者支援フォーラム

『18歳の生存者』

■開催日時
平成29年9月9日（土）　14：00～
■場　　所
米子市文化ホール　イベントホール
米子市末広町293　ＴＥＬ．0859－35－4171

■開催日時
平成29年11月22日（水）　13：30～
■場　　所
鳥取県立倉吉未来中心　小ホール
倉吉市駄経寺町212－5　ＴＥＬ．0858－23－5390

講師　山下　亮輔 氏
『歩と生きる』

講師　中谷 加代子 氏

入場
無料

入場
無料

（ＪＲ福知山線脱線事故被害者） （少年犯罪被害者家族）

お知らせ

平成29年度　事業計画

平成29年度　公益社団法人とっとり被害者支援センター役員名簿



T O P I C S

　本年度も犯罪被害に遭われた方のご遺族などの講演を
通じて、学校の生徒に対し命の大切さや家族への感謝の
気持ちなどを学ぶ機会として「命の大切さを学ぶ教室」
を開催しています。この教室では生徒達から、当たり前
ではない普段の生活への感謝の気持ちや家族友人への感
謝、生きることの大切さ等、多くの感想が寄せられています。
　学校によっては毎年人権教育の一環として取り組んで
いただいている学校もあります。
　平成29年4月25日に学校法人翔英学園米子北高等学校

での開催をはじめとして6月には中学校２校高等学校１校、7月には中学校1校の開催が決まっており、年間
通じて12校位実施する予定です。

　鳥取県共同募金会による「つかいみちを選べる募金」活動を平成29年1月から3月の間、取り組んできま
した。たくさんの方にご協力をいただき、55万円の助成をしていただくことになりました。この助成金は
鳥取県被害者支援フォーラムの開催等の事業に使わせていただきます。ご協力ありがとうございました。

　鳥取県には犯罪被害者自助グループ「なごみの会」があります。交通事故や傷害
致死事件によってご家族を亡くされたご遺族の方が集い、平成 19 年 4月に立ち上
がりました。
　当時「なごみの会」は自分達の置かれている状況や理不尽な想いを訴える手段と
して手記を作成しました。講演活動やあらゆる機会を通じて配布してきましたが、
10 年を経過した本年、ご遺族の方のご協力をいただき、新しく手記を作成するこ
とになりました。ご遺族の方の渾身の想いが込められています。一度お手にとって
いただければ幸いです。（手記についての問い合わせはとっとり被害者支援センター
事務局まで）

　平成 22年 3月から県や市町村、警察署、商店などに募金
箱の設置を依頼しています。
　4月に入ってから、米子警察署のご協力により米子市を中
心とした企業 7社に新たに募金箱 18個を設置することにな
りました。これにより県下で 114 箇所の設置になりました。
　4月 28 日には米子警察署で募金箱の委託設置式を行い、
米子青果の上田博久社長と米子信用金庫の金折亮一総務部
長に佐野理事長が募金箱を手渡しました。ご協力ありがと
うございます。

犯罪被害者自助グループ「なごみの会」の手記を新たに刊行

命の大切さを学ぶ教室の開催

鳥取県共同募金会による「つかいみちを選べる募金」の取り組み結果

募金箱の新たな設置



T O P I C S

　本年2月から3月にかけて第10期生支援活動員（被害者
支援ボランティア）の募集を行っていましたが、6名の方
が採用時養成講座を受講されることになりました。
　平成29年5月20日から7月15日までの間６回にわたって
講座を実施します。全て修了された方は審査を得て支援
活動員として正式に登録されます。
　5月20日には開講式と第1回目の講座を開始しました。
参加された皆様は初めて聞くことの連続でしたが、熱心
に取り組んでおられました。

　支援活動員として登録後は学ぶことが多くありますので、支援員として必要な知識や技量の習得が求めら
れます。そのために、年間通じて当センター主催の継続研修会や全国被害者支援ネットワーク主催の研修会
等に参加していただくようにしています。
　5月13日には、「カウンセリング等
公的支援制度について学ぶ」をテーマ
に、鳥取県くらしの安心推進課担当者
から「性暴力被害者支援センターとっ
とり」の取り組みや、鳥取県警察本部
広報県民課担当者から新たな制度の説
明をしていただき、各機関の情報共有
を図り、内容の充実した継続研修会を
行いました。

支援活動員（被害者支援ボランティア）第10期生採用時養成講座と支援活動員継続研修会の開始

被害者支援活動員を通じて社会貢献を　　　　　金 山　弘 美

　家族とともに平凡な家庭生活を送り、子ども達の成長と共に私の時間に余裕が生まれ、“ 人の
ために何かできないか ” と考えていたときに、とっとり被害者支援センターの「センターだより」
でボランティア支援活動員の募集を目にしました。その時の胸の高まりを今でも忘れていません。
活動の内容も分からないまま何故か胸が高まり応募しました。
　養成講座や中四国ブロック研修などの県外研修を重ね、知識やスキルを学ぶ機会を得て被害者
支援活動員となって３年目を迎えましたが、微力ながらも犯罪被害者の方の手助けができたらと
考えています。まだ直接支援の機会はないのですが、テレビ報道などを耳にするたびに、“ 被害
者やそのご家族は何を望まれるのだろうか ” と考えるようになりました。そして直接支援活動を
する日のために、私は自身の心と身体が健康でいることが大切であると考え、ランニングにも挑
戦を始めました。
　今後は一つ一つの研修、広報・啓発活動を通じて自己研鑽に努め、少しでも社会貢献できれば
と考えています。また、全国被害者支援ネットワークやとっとり被害者支援センターの職員の方々
に指導をいただきながら頑張っていきたいと思っております。

支援活動員の声



とっとり被害者支援センターの活動を�
支援してくださる皆様に心より感謝申し上げます

　当センターの運営は、賛助会費やご寄付等、多くの皆様からの温かい志によって支えられています。
皆様のご厚情に深く感謝申し上げます。

平成28年度　正会員、賛助会員、寄付のご支援を頂いた皆様（敬称略・順不同）
○平成28年4月から平成29年3月末までを掲載

正 　 会 　 員
法人・団体 ㈱ メ モ ワ ー ル イ ナ バ ㈱ 戸 信 ㈱ 新 日 本 海 新 聞 社

（公社）鳥取県人権文化センター ( 一社 ) 鳥取県薬剤師会 (一社）日本自動車販売協会連合鳥取県支部 ( 公 社 ）鳥 取 県 医 師 会

鳥 取 県 経 済 同 友 会 全国共済農業協同組合連合会鳥取県本部 鳥取県商工会議所連合会 (一社）生命保険協会鳥取県協会

鳥取県遊技業防犯協力会 鳥 取 県 臨 床 心 理 士 会 社会医療法人明和会医療福祉センター 日本司法支援センター鳥取地方事務所

( 一 社 ）み も ざ の 会

個 　 　 人 佐 野 　 泰 弘 徳 田 　 　 豊 藤 山 　 倫 史

泉 谷 　 英 明 川 口 　 　 勝 瀧 田 親 友 朗

賛 　 助 　 会 　 員
法人・団体 ㈱ み た こ 土 建 ㈲ 総 合 技 研 弁護士法人やわらぎ鳥取事務所

鳥 取 県 警 友 会 連 合 会 米 子 遊 技 業 防 犯 組 合 ㈲ 増 谷 慶 一 郎 薬 局 富 士 割 烹

第一生命保険鳥取支社 大 海 通 産 ㈱ ㈻鳥取県東部自動車学校 （公財）日本防災通信協会鳥取県支部

大 協 組 吉 村 産 業 ㈱ 山 進 運 輸 ㈱ ホ ン ダ 山 陰 中 央 ㈱

菜 の 花 法 律 事 務 所 堀 田 石 油 ㈱ 鳥 取 信 用 金 庫 米子地区安全運転運行管理者協議会

㈱さかいみなと貿易センター ㈱ デ マ ン ド 鳥取県交通安全協会米子地区協会 境 港 市 観 光 協 会

環日本海経済活動促進協議会 ㈱トヨタレンタリース鳥取 ㈱たいよう共済鳥取支店 横 山 司 法 書 士 事 務 所

企 業 警 備 保 障 ㈱ （一社）鳥取県指定自動車学校協会 大 幸 ㈱ （一財）鳥取県交通安全協会

㈲ 大 村 自 動 車 商 会 西 日 本 旅 客 鉄 道 ㈱ 鳥取県中央自動車学校 境 港 土 建

㈱ホテルマネージメント米子 岡 田 電 工 ㈱ ㈱ 曽 我 設 備 サ ー ビ ス ㈲ ウ エ ダ 印 刷

㈻ 鳥 取 県 自 動 車 学 校 （一社）鳥取県建設業協会八頭支部 東 亜 建 物 管 理 ㈱ 境 港 商 工 会 議 所

㈻ 米 子 自 動 車 学 校 ㈱ ワ タ ナ ベ （一社）鳥取県警備業協会 や ま こ う 建 設 ㈱

鳥取県中小企業団体中央会 （一社）鳥取県トラック協会 美 保 テ ク ノ ス ㈱ ㈱鳥取県倉吉自動車学校

㈻山陰中央自動車学校 ㈱ 日 本 海 自 動 車 学 校 ㈱ 愛 進 堂 ALSOK 山陰㈱米子支店

大 海 ㈱ ゆうわ総合法律事務所 ㈱ヨナゴ技研コンサルタント 米 子 空 港 ビ ル ㈱

（ 医 ）（ 福 ）真 誠 会 ㈱鳥取県情報センター 日 新 火 災 海 上 保 険 ㈱ ㈱ サ ー ビ ス 呉 服 店

㈲ こ め や 産 業 朝日生命保険（相）山陰支社 ㈲ 中 田 石 材 工 作 所 鳥取県更生保護女性連盟

個 　 　 人 149名
寄 付
法人・団体 川 上 ク リ ー ニ ン グ 惣 運 ㈱ 米子市交通安全運動推進協議会

鳥取県警本部監査官室 境 港 警 察 署 郡 家 警 察 署 黒 坂 警 察 署

倉 吉 警 察 署 智 頭 警 察 署 鳥 取 警 察 署 八 橋 警 察 署

浜 村 警 察 署 米 子 警 察 署

個 　 　 人 警察職員、鳥取県職員及び個人　計334名

■次の方から香典返しのご厚意をいただきました。
平成28年６月/日野郡日南町 渡 邊 　 教 夫 様 平 成 2 8 年 7 月 / 鳥 取 市 山 崎 　 雄 三 様

平成2 8年 1 0月 / 鳥取市 小 谷 　 秀 文 様 平 成 2 9 年 1 月 / 鳥 取 市 幸 山 　 富 枝 様

■鳥取県共同募金会の「つかいみちを選べる募金」を通じて
個 　 　 人 浅尾　治郎様　他5 6名

法人・団体 ㈲ 増 谷 慶 一 郎 薬 局 ㈱ メ モ ワ ー ル イ ナ バ ㈲セレモニーサービス鳥取

（一社）鳥取県自動車整備振興会 や ま こ う 建 設 ㈱ 鳥 取 県 交 通 政 策 課 ㈱ 戸 信

鳥取県西部総合事務所建築住宅課 鳥 取 県 福 利 厚 生 課 鳥取地方職員共済組合鳥取県支部 鳥 取 県 総 務 部 税 務 課

日野県土整備局建設総務課 鳥取県福祉保健部福祉監査指導課 鳥取県中部総合事務所県土整備局用地課 鳥取県産財・林産振興課

鳥取市役所人権推進課 鳥取県中部総合事務所倉吉農業改良普及所 鳥取県中部総合事務所農業振興課 鳥 取 県 関 西 本 部

鳥取県中小家畜試験場 鳥取県食肉衛生検査所 鳥取県農林水産部生産振興課 鳥取県販路拡大・輸出促進課



ご協力　ありがとうございました。

鳥取県食のみやこ推進課 鳥取県農林水産部経営支援課 鳥取県生活環境部住まいまちづくり課 鳥取県生活環境部水・大気環境課

鳥 取 県 営 繕 課 鳥取県福祉保健部福祉保健課 鳥 取 県 障 が い 福 祉 課 鳥取県くらしの安心推進課

鳥 取 県 教 育 セ ン タ ー 鳥 取 県 立 喜 多 原 学 園 鳥 取 県 参 画 協 働 課 鳥 取 県 長 寿 社 会 課

鳥取県福祉相談センター 鳥取県中部総合事務所福祉企画課 鳥取県監査委員事務局 鳥取県農林水産部農地・水保全課

鳥取県西部総合事務所地域振興局 鳥取県西部総合事務所西部農業改良普及所 鳥取県教育委員会教育総務課 鳥取県教育委員会小中学校課

鳥取県西部総合事務所環境循環推進課 鳥取県教育委員会社会教育課 鳥取県人事委員会事務局 鳥取県衛生環境研究所

鳥 取 県 立 博 物 館 浜 村 警 察 署 鳥取県地域振興部文化政策課 鳥 取 県 東 京 本 部

鳥取県中部総合事務所地域振興課 鳥取県立むきばんだ史跡公園 鳥取県危機管理政策課 鳥取県警察本部広報県民課

鳥取県西部家畜保健衛生所 国際ソロプチミスト鳥取 鳥取県西部総合事務所米子県土整備局 鳥取県西部総合事務所福祉保健局

鳥 取 県 立 農 業 大 学 校 鳥 取 県 観 光 戦 略 課 鳥取県中部総合事務所東伯農業改良普及所 米 子 児 童 相 談 所

鳥取県生活環境部環境立県推進課 鳥 取 県 企 業 局 鳥取県とっとり農業戦略課

■募金箱　96ヶ所
とっとり被害者支援センター とっとり被害者支援センター西部相談所 警察本部（警察県民課） 鳥 取 警 察 署

鳥取警察署幹部派出所 郡 家 警 察 署 智 頭 警 察 署 浜 村 警 察 署

倉 吉 警 察 署 八 橋 警 察 署 米 子 警 察 署 境 港 警 察 署

黒 坂 警 察 署 黒坂警察署幹部派出所 高 速 道 路 交 通 警 察 隊 東部運転免許センター

自動車運転免許試験場 西部運転免許センター 警 察 学 校 鳥 取 県 庁 総 合 窓 口

鳥取市役所人権推進課本庁舎窓口 鳥取市役所駅南庁舎窓口 鳥取市中央人権福祉センター 鳥取市高草人権福祉センター

鳥取市江山人権福祉センター 鳥取市南人権福祉センター 鳥取市西人権福祉センター 鳥取市国府人権福祉センター

鳥取市河原人権福祉センター 鳥取市用瀬人権福祉センター 鳥取市佐治人権福祉センター 鳥取市気高人権福祉センター

鳥 取 県 庁 売 店 不 二 家 鳥 取 桜 ヶ 丘 店 鳥 取 市 立 病 院 売 店 東 部 自 動 車 学 校

日 本 海 自 動 車 学 校 イ ナ バ 自 動 車 学 校 鳥取県人権文化センター 倉 吉 自 動 車 学 校

鳥取県中央自動車学校 鳥 取 県 自 動 車 学 校 あ ま か ら 亭 境港市役所市民課窓口

南部町天萬庁舎町民課窓口 東 光 寺 米子市役所総合案内窓口 真 誠 会

鳥 取 環 境 大 学 米 子 自 動 車 学 校 日吉津村役場住民課窓口 養 和 病 院 受 付 窓 口

居 酒 屋 　 庄 屋 B A O O 鳥 取 岩 美 山 陰 中 央 自 動 車 学 校 伯耆町役場住民課窓口

サ テ ラ イ ト 鳥 取 ミ ニ ボ ー ト ピ ア 鳥 取 日帰り温泉「オーシャン」 大 山 町 役 場

㈱米子マツダ本社営業所受付窓口 ㈱米子マツダ境港営業所 （一社）鳥取県自動車整備振興会東部支部 （一社）鳥取県自動車整備振興会西部支部

（一社）鳥取県自動車整備振興会中部支部 ㈱ マ ル イ 薬 師 町 店 ㈱ マ ル イ 湖 山 店 ㈱ マ ル イ 宮 長 店

㈱ マ ル イ 倉 吉 中 央 店 ㈱ マ ル イ 上 井 店 ㈱ マ ル イ 両 三 柳 店 ㈱ マ ル イ 車 尾 店

㈱マルイホープタウンマルイ店 ㈱マルイ米子しんまち店 ㈱ マ ル イ ア プ ト 店 ㈱ エ ス マ ー ト 本 部

㈱ エ ス マ ー ト 湖 山 店 ㈱ エ ス マ ー ト 湯 所 店 ㈱ エ ス マ ー ト 川 端 店 ㈱ エ ス マ ー ト 末 広 店

㈱ エ ス マ ー ト 緑 町 店 ㈱ エ ス マ ー ト 桜 谷 店 ㈱ エ ス マ ー ト 吉 成 店 ㈱エスマートつのい店

㈱ エ ス マ ー ト 浜 村 店 ㈱ エ ス マ ー ト 徳 尾 店 ㈱エスマートめいりん店 三 朝 町 役 場

湯 梨 浜 町 役 場 境 港 市 観 光 協 会 環日本海経済活動促進協議会事務所 境 港 市 観 光 案 内 所

境港商工会議所受付窓口 夢みなとタワー入場カウンター 夢みなとタワー「みなとまち商店街」売店及び案内窓口

■寄付金付き自動販売機設置業者
戸 信 ㈱ コカコーラウエスト㈱ ダイドーウエストベンディング㈱鳥取営業所

ネ オ ス ㈱ ナショナルベンディング㈱鳥取営業所

　寄付金付き自動販売機設置場所　
鳥 取 県 警 本 部 鳥 取 県 警 察 学 校 鳥取県交通総合センター（免許センター）

鳥取県自動車運転免許試験場 西部地区運転免許センター 鳥 取 警 察 署 郡 家 警 察 署

智 頭 警 察 署 浜 村 警 察 署 倉 吉 警 察 署 八 橋 警 察 署

米 子 警 察 署 境 港 警 察 署 黒 坂 警 察 署 ウ エ ル フ ェ ア 北 園

イ ナ バ 葬 祭 セ ン タ ー 鳥取市総合福祉センター 鳥 取 県 庁 鳥取産業ビル・鳥取商工会議所

日 本 海 自 動 車 学 校 イ ナ バ 自 動 車 学 校 東 部 自 動 車 学 校 鳥取県西部福祉保健局本館



TEL 0120‒43‒0874TEL 0120‒43‒0874
（平日10時～16時）にお電話ください。

相談専用電話
お　は　な　し

　西部相談所は週4日（月・火・木・金　10時
～ 16時）開設しています。面接相談は予約制
をとっていますので、お電話ください。

米子市東福原1-1-45
　鳥取県西部福祉保健局会議棟

賛助会員、寄付にご協力ください 一人でも多くの皆様のあたたかいご支援・ご協力をお願いいたします。

□賛助会員
　年会費の振込により登録させていただきます。
　◉個　　 人 １口　２，０００円
　◉法人・団体 １口 １０，０００円　※複数口での加入も可
□寄　　付　金額は問いません。
□お問い合わせ先　事務局までご連絡ください。
　振込手数料のかからない指定振込用紙をお送りします。

　７月１日から1年間、テレビ、新聞、ラジオなどあらゆ
るメディアを通じて、犯罪被害者支援に関する広報が

始まります。これは全国被害者支援ネットワークが全国にあるセンターの認知度を高めるためにＡＣジャ
パンに働きかけ実現されることになりました。これにより多くの方に被害者支援センターを知っていただ
き、関心を寄せていただく機会になるのではないかと期待しておりますが、何よりも本当に支援が必要
な被害者等の方々にセンターの存在が届くことを願っています。

　とっとり被害者支援センターは税額控除対象法人とし
て認定されており、寄付金は支払った年額の所得控除と
して「寄付金控除」の適用を受けるか、又は「税額控除」の
適用を受けるか、いずれか有利な方を選択することがで
きます。いずれの控除も確定申告の手続きが必要です。
※賛助会費、寄付金等を当センターに納入された方で、
確定申告等で領収書が必要な方は事務局にお申し出く
ださい。

TEL 0857-20-0330事務局 までご連絡ください。

西部相談所

0120-38-5088
場所

TEL

犯罪被害等についてのご相談は、

　全国犯罪被害者支援ネットワークのプロジェクトの一つで、皆様から不要
になった本を寄贈していただくとその売却代金が犯罪被害者支援活動費に
役立てられるというものです。
　不要になった本（取扱いのできないものがあります）を段ボールや紙袋に
詰めていただき所定の申込書に記載し「株式会社バリューブックス」に電話申
し込みいただければ宅配業者が着払いで指定場所へ引き取りに来ます。本
は「株式会社バリューブックス」が買い取りその売却代金は全国被害者支援
ネットワークを通じて後日当センターに寄付されるという仕組みになっています。

「ホンデリング
   ～本でひろがる支援の輪」
「ホンデリング
   ～本でひろがる支援の輪」

お申込み方法

❶ 不要になった書籍をダンボールや紙袋に詰めます。
申込書をご記入の上、本と一緒に入れます。
※ダンボールが複数になる場合でも、申込用紙は1枚で大丈夫です。
※古本は5冊から、着払いで受け付けます。
※18歳未満の方は、保護者の方にお願いしてお申し込みください。
※申込書は、とっとり被害者支援センターＨＰからダウンロードできます。

❷

❸

株式会社バリューブックス 0120-826-295 に電話。
「ホンデリングに申し込みたいのですが…」と、お伝えください。

株式会社バリューブックスにて、市場価格を考慮して査定され、
買い取り相当額が、株式会社バリューブックスから
認定特定非営利活動法人 全国被害者支援ネットワークに
寄付されます。

電話受付時間
月～土 10：00~19：00
日 10：00~17：00

宅配業者がご指定の時間に引き取りにうかがいます。
※ヤマト運輸の集荷を手配します。
※古本は5冊から、着払いで受け付けます。

詳細はこちらへ→http://www.hondering.jp/

詳細はとっとり被害者支援センターホームページをご覧ください。

不要本が犯罪被害者支援の一助となる活動です。是非ご協力ください。
http://www.t-higaisha.jp/

　毎月11日にお店に各ボランティア団体の名前と活動内容が書か
れた投函箱が設置され、応援したい団体の箱に黄色いレシートを入
れると「レシートの金額の1%」をその団体に寄付できるというキャ
ンペーンです。
　センターも投函箱を設置していただいております。
是非ご協力をお願いします。

「幸せの黄色いレシート」イオン
鳥取北店

キャンペーンの参加

￥

レシート

事務局のひとりごと


